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吉
村
観
阿
と
は

　
「
か
ん
あ
」
と
い
う
響
き
に
徳
の
香
り
を
感
じ
る
の
は
私
だ

け
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
号
を
名
乗
っ
た
人
物
に
吉
村
観
阿
（
白
醉
庵
／

一
七
六
五—

一
八
四
八
）
が
い
る
。
観
阿
と
は
江
戸
の
町
人
数

寄
者
で
あ
る
。
観
阿
は
若
い
頃
、
松
平
不
昧
（
一
七
五
一—

一
八
一
八
）
と
親
し
く
し
て
い
た
が
、
不
昧
没
後
は
溝
口
翠
濤

（
一
七
九
九—
一
八
五
八
）
と
親
し
く
し
同
家
へ
出
入
り
す
る
。

特
に
観
阿
で
注
目
さ
れ
る
の
が
道
具
の
取
り
次
ぎ
で
あ
り
、
そ

の
目
利
き
が
生
業
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
現
在
で
も

観
阿
の
箱
書
き
は
光
悦
会
や
大
師
会
な
ど
で
も
時
折
見
か
け
ら

れ
、
一
部
で
は
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
平
成
二
十
九
年
は
松
平
不
昧
二
百
年
遠
忌
、
小
堀
宗
中

百
五
十
年
遠
忌
を
迎
え
、
翌
平
成
三
十
年
は
不
昧
関
連
の
行
事

も
多
く
、
観
阿
に
注
目
す
る
こ
と
も
何
か
の
縁
と
考
え
る
。

　

そ
も
そ
も
観
阿
で
著
名
な
出
来
事
は
自
身
の
八
十
賀
に
際
し

原
羊
遊
斎
（
一
七
六
九—

一
八
四
五
）
に
依
頼
し
て
「
一
閑
桃

之
絵
細
棗
」（
図
１
）
を
百
二
十
五
個
作
成
し
知
友
に
配
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
棗
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で

配
ら
れ
た
の
か
な
ど
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
調
査

を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
八
十
賀
の
茶
会
記
を
確
認
し
た
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
観
阿
の
八
十
賀
と
「
一
閑
桃
之
絵
細
棗
」
の
関
係

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

八
十
賀
の
茶
会

　

観
阿
に
よ
る
八
十
賀
の
茶
会
が
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

正
月
七
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
翠
濤
が
参
会
し
て
お

り
、
連
続
し
て
開
催
さ
れ
た
茶
会
の
初
日
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ

る
。
茶
席
は
浅
草
白
醉
庵
内
の
茶
室
「
楽
之
斎
」
と
い
う
三
畳

の
小
間
で
あ
る
。
観
阿
の
八
十
賀
茶
会
記
は
現
在
、
個
人
が
所

蔵
し
て
お
り
、
そ
の
道
具
組
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

図１　原羊遊斎作「一閑桃之絵細棗」
（個人蔵）

吉
村
観
阿
と「一閑
桃
之
絵
細
棗
」

宮
武
慶
之
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初
座

　
　

掛
物　

桑
山
可
斎
筆

　
　
　
　
　


君
か
代
は

千
代
に
や
千
代
に

又
千
代

に
千
代
を
重
ね
て

千
代
を
よ
ろ
こ
ふ

　
　

釜　
　

芦
屋　
　

　
　

香
合　

ハ
ン
ネ
ラ

　
　

炭
取　

相
禅
（
宗
全
か
）
組
き
り　

　
　

灰
キ　

長
次
郎　

焼
貫

　
　

三
羽　

黒
鶴　

遠
州
所
持
々
書
付

　
　
　
　

後
座

　
　

花
入　

信
楽
蹲　
　
　

　
　

花　
　

梅

　
　

水
指　

空
中　

銘
宝
傘　

共
箱

　
　

茶
入　

柳
棗　

袋
大
門
つ
り

　
　

茶
碗　

鉢
子
手　

堅
手　

　
　
　
　
　

銘
老
の
友

小
堀
権
十
郎
書
付

　
　

茶
杓　

藤
村
庸
軒

　
　

翻　
　

曲

　
　
　
　

薄
茶

　
　

茶
碗　

一
入　

共
箱

　
　

二　
　

斗
々
屋　

銘
老
松　

不
眛
公
御
書
付　



　
　
　
　
　

広
座
敷
（
披
の
間
）　　
　
　
　
　
　

　
　

掛
物　

狩
野
山
楽
画　

寿
老　

賛
三
宅
亡
羊　

　
　

棚　
　

存
星
柚
香
合　

遠
州
侯
書
付

　

先
ず
初
座
の
床
の
間
の
掛
物
に
は
桑
山
可
斎

（
一
六
一
五—

一
七
〇
〇
）
に
よ
る
詠
草
で
「
君
か

代
は
千
代
に
や
千
代
に
又
千
代
に
千
代
を
重
ね
て
千

代
を
よ
ろ
こ
ふ
」と
い
う
千
代
の
歌
が
掛
け
ら
れ
た
。

釜
は
芦
屋
、
香
合
に
は
素
焼
き
の
南
蛮
ハ
ン
ネ
ラ
で

あ
る
。
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九—

一
六
四
七
）
や
不

昧
の
書
付
の
あ
る
作
品
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

　

菓
子
は
白
餡
入
白
求
肥
で
あ
る
。
白
餡
を
白
い
求

肥
で
包
ん
だ
も
の
で
、
末
富
の
山
口
富
藏
氏
に
再
現

し
て
も
ら
っ
た
。
上
質
な
白
い
ヤ
マ
ノ
イ
モ
を
金
団

に
し
て
、
そ
れ
を
丸
め
て
求
肥
で
包
む
と
い
う
、
内

外
共
に
真
っ
白
な
菓
子
で
あ
る
（
図
２
）。
な
ん
と

も
言
え
ず
上
品
な
味
わ
い
で
あ
っ
た
。
茶
会
が
一
月

と
い
う
こ
と
と
賀
の
茶
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
雪

の
瑞
気
を
感
じ
さ
せ
る
菓
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。

披
の
間

　

茶
会
後
は
開
き
の
間
を
設
け
て
広
間
の
座
敷
に

移
っ
た
。
床
の
間
に
は
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九—

一
六
三
五
）
が
寿
老
人
を
描
き
、
三
宅
亡
羊

（
一
五
八
〇—

一
六
四
九
）
の
賛
が
あ
る
掛
物
が
掛

け
ら
れ
る
。
棚
に
は
存
星
柚
香
合
で
遠
州
の
書
付
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
遠
州
蔵
帳
』
所
載
の

存
星
柚
香
合
は
現
在
、
個
人
が
所
蔵
し
て
い
る
が
、

実
際
に
拝
見
し
た
と
こ
ろ
箱
墨
書
や
付
属
品
か
ら
観

阿
に
関
係
し
そ
う
な
箇
所
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

遠
州
に
よ
る
箱
墨
書
の
あ
る
香
合
が
他
に
も
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

掛
物
の
山
楽
に
よ
る
寿
老
人
と
亡
羊
の
賛
の
あ
る

掛
物
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
五
月
二
十
二
日
に
大
阪
美
術
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
た
展
観
入
札
が
あ
る
。
そ
の
目
録
で
あ

る
『
展
観
入
札
』
に
は

　

二
一　



山
楽　

福
禄
寿　

亡
羊
賛　

着
色　

大
倉

極　

白
醉
庵
箱

と
の
記
載
が
あ
る
。
そ
こ
で
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ

図２　白餡入求肥餅の再現。古染付扇面皿に盛っ
たところ（協力、末富）
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ろ
、こ
の
作
品
は
現
在
、個
人
が
所
蔵
し
て
い
た
（
図

３
）。
箱
墨
書
お
よ
び
軸
の
巻
留
め
に
観
阿
の
墨
書

が
あ
り
、
観
阿
八
十
賀
で
使
用
さ
れ
た
作
品
と
同
定

さ
れ
る
。

　

さ
て
亡
羊
の
賛
に
は

　
　

徳
香
応
梅

齢
松
亀
鶴

老
人
依
意

童
子
在
側

　

　
（

徳
香
は
梅
に
応
じ
、
齢
松
と
亀
鶴
と
。
老
人

は
意
に
依
り
、
童
子
は
側
に
在
り
。）

と
あ
る
。絵
の
構
図
を
亡
羊
が
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。

福
禄
寿
の
思
い
っ
き
り
伸
び
た
眉
毛
を
右
手
に
持
つ

構
図
が
描
か
れ
て
い
る
珍
し
い
絵
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
溝
口
家
の
記
録
に
よ
れ
ば
茶
会
の
前
年

で
あ
る
天
保
十
四
年
十
二
月
二
十
日
、
観
阿
は
翠
濤

と
小
堀
宗
中
（
正
優
／
一
七
八
六—

一
八
六
七
）、

狩
野
晴
川
院
（
養
信
／
一
七
九
六—

一
八
四
六
）
の

三
人
に
合
作
を
所
望
し
て
い
る
。
所
望
し
た
絵
の
内

容
は
翠
濤
に
福
禄
寿
、
宗
中
に
歌
、
晴
川
院
に
鶴
亀

で
あ
る
。
所
望
を
受
け
た
翠
濤
は
松
花
堂
を
意
図
し

た
福
禄
寿
を
描
き
、
宗
中
は
『
拾
遺
抄
（
巻
第
五
）』

の
斎
宮
内
侍
に
よ
る
一
首

　
　



色
替
ぬ
ま
つ
と
竹
と
の
す
え
の
よ
を
い
つ
れ
久

し
と
君
の
み
そ
見
む

と
書
き
、
晴
川
院
は
鶴
亀
を
描
い
た
。
こ
の
合
作
は

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
四
月
二
十
二
日
に
東
京
美

術
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
朝
吹
家
と
野
崎
家
の
入
札

に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
売
立
目
録
『
朝
吹
氏
野
崎
氏

蔵
品
入
札
』
に
図
版
が
所
載
さ
れ
る
（
図
４
）。
こ

の
合
作
を
観
阿
が
所
望
し
た
の
は
翌
年
に
八
十
歳
の

祝
い
の
茶
会
を
催
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
溝
口
家
で
の
観
阿
は
、
そ
こ
に
集
う
宗
中
や

晴
川
院
な
ど
と
の
交
流
が
あ
り
、
当
然
、
観
阿
八
十

賀
茶
会
に
も
参
会
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

茶
会
当
日
、
披
の
間
で
翠
濤
、
宗
中
、
晴
川
院
の
三

人
に
、
山
楽
の
原
画
を
み
せ
る
趣
向
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

細
棗
を
配
る

　

観
阿
の
八
十
賀
茶
会
で
は
掛
物
に
千
代
に
因
ん
だ

掛
物
を
掛
け
、
棗
の
箱
に
も
観
阿
に
よ
り
「
幾
千
代

も
猶
い
く
千
世
も
八
十
ハ
た
〻
東
方
朔
の
数
取
の

歳
」
と
い
う
千
代
に
因
ん
だ
和
歌
一
首
が
書
か
れ
て

い
る
。
千
代
と
は
千
年
の
意
味
が
あ
り
、
ま
た
千

年
の
長
寿
を
祝
う
意
味
と
し
て
東
方
朔
の
言
葉
が

あ
る
。
つ
ま
り
桃
の
絵
は
、
千
代
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
千
年
の
弥
栄
を
言
祝
ぐ
意
匠
と
し
て
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
観
阿
と
妻
観
勢

は
黄
檗
宗
の
葛
飾
牛
島
弘
福
寺
二
十
三
世
鶴
峰
廣
大

（
一
八
三
八
年
没
）
を
仏
法
の
師
と
し
て
い
た
。
黄

檗
宗
の
寺
院
で
は
、
萬
福
寺
の
開
山
堂
に
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
堂
の
戸
に
桃
の
意
匠
を
用
い
た
桃
戸
を

用
い
る
。『
黄
檗
冠
字
考
』（
一
九
三
九
年
）
に
よ
れ

ば
桃
を
意
匠
と
し
て
用
い
る
意
味
は
邪
気
を
払
い
、

延
齢
の
功
と
延
喜
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も

合
わ
さ
っ
て
観
阿
は
細
棗
に
採
用
す
る
意
匠
と
し
て

桃
を
着
想
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

図
３　

狩
野
山
楽
画
三
宅
亡
羊
賛

　
　
　
「
福
禄
寿
」（
個
人
蔵
）

図
４　

翠
濤
、
宗
中
、
晴
川
院
合
作
「
福
禄
寿
」

　
　
　
（『
朝
吹
氏
野
崎
氏
蔵
品
入
札
』
よ
り
）
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溝
口
家
の
記
録
に
よ
れ
ば
「
一
閑
桃
之
絵
細
棗
」

は
茶
会
の
記
念
品
と
し
て
配
ら
れ
た
と
あ
る
。
配
ら

れ
た
場
所
を
考
え
る
と
き
、
披
の
間
で
、
山
楽
の
寿

老
人
を
前
に
し
て
祝
意
溢
れ
る
席
で
記
念
の
細
棗
を

配
っ
た
も
の
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

理　
　
　

事　
　
　

会

　

平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
理
事
会
が
、
平
成
三
十

年
二
月
二
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
同
志
社
大

学
徳
照
館
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
理
事
十
六

名
と
幹
事
五
名
が
出
席
し
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、
中

村
（
修
）
副
会
長
の
司
会
進
行
で
以
下
の
議
題
に
つ

い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

一
、
平
成
三
十
年
度
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

　
　
　

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

　
　
　

・
平
成
三
十
年
度
事
業
案
、
予
算
案

　

二
、
無
形
文
化
遺
産
化
に
つ
い
て

　

三
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

　

四
、
平
成
三
十
年
度
大
会
に
つ
い
て

　

五
、
第
五
回
「
お
茶
三
昧
」
二
〇
一
八
年

　

六
、
そ
の
他

　

第
一
号
議
案
で
は
、
平
成
三
十
年
度
総
会
提
出

議
案
に
つ
い
て
中
村
（
修
）
副
会
長
か
ら
、
平
成

二
十
九
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
（
案
）
を
読
み

上
げ
て
報
告
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
度
事
業
案
に
つ

い
て
、
各
例
会
担
当
者
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

研
究
会
に
つ
い
て
、
中
村
（
修
）
副
会
長
よ
り
、

第
四
十
一
回
研
究
会
タ
イ
北
部
チ
ェ
ン
ラ
イ
七
月

二
十
一
日
（
土
）
〜
二
十
五
日
（
水
）
の
日
程
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン

ラ
イ
を
探
訪
、食
べ
る
お
茶
ミ
ア
ン
の
産
地
の
見
学
、

山
岳
少
数
民
族
（
カ
レ
ン
族
・
ア
カ
族
）
の
村
訪
問
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
ク
ル
ー
ズ
な
ど
を

行
う
予
定
。

　

平
成
三
十
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
中
村
（
修
）

副
会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
会
誌
発
行
の
予
算
が
、

年
発
行
回
数
に
見
合
う
だ
け
の
予
算
に
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
実
正
額
の
予
算
額
に
変
更
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
に
関
わ
っ
て
、
会
員
数
の
推
移
を
把

握
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
で
は
、無
形
文
化
遺
産
化
に
つ
い
て
、

熊
倉
会
長
が
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
を
訪
問

し
、「
茶
の
湯
」
の
重
要
無
形
文
化
財
指
定
に
つ
い

て
上
申
・
懇
談
を
お
こ
な
っ
た
。
伝
統
文
化
財
課
の

高
橋
宏
治
課
長
ほ
か
２
名
（
課
長
補
佐
、
係
長
）
が

対
応
。
熊
倉
会
長
か
ら
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

　
「
茶
の
湯
」
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
定
義

す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
茶
道
や
そ
の
文
化
の

み
で
は
な
く
、
茶
の
湯
に
関
わ
る
広
範
囲
な
概
念
を

構
築
す
る
こ
と
が
、
指
定
の
上
で
重
要
で
あ
り
、
文

化
の
直
接
的
な
担
い
手
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
支
え

る
建
築
・
工
芸
な
ど
技
術
者
を
含
み
こ
ん
だ
も
の
と

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
捉
え
方

を
す
る
こ
と
で
、
茶
の
湯
が
衰
退
す
る
と
、
そ
れ
を

支
え
る
諸
文
化
も
衰
退
す
る
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
指
定
の
必
然
性
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

と
い
え
よ
う
。

　

具
体
的
に
「
茶
の
湯
」
概
念
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
茶
の
湯
文
化
学
会
が
中
心
と
な
り
、
茶
の
湯
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
「
茶
の
湯
文
化
協
会
」
な
ど
の
組
織
を
構
成
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
指
定
申
請
に
は
、
個
人
指
定
・
総
合
指
定

な
ど
、
そ
の
あ
り
方
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
検
討
す

る
必
要
も
あ
ろ
う
し
、
文
化
庁
へ
の
働
き
か
け
も
、

文
化
振
興
・
助
成
な
ど
を
所
管
す
る
文
化
部
芸
術
文

化
課
、
文
化
財
保
護
な
ど
を
所
管
す
る
文
化
財
部
伝

統
文
化
課
・
美
術
学
芸
課
な
ど
、目
指
す
内
容
に
よ
っ

て
、
窓
口
も
大
き
く
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、懇
談
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、種
々

の
指
摘
と
ア
ド
バ
イ
ス
は
有
益
な
も
の
と
思
わ
れ
、

今
後
、
具
体
化
す
る
方
途
に
つ
い
て
、
文
化
庁
と
も
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協
議
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。

　

第
三
号
議
案
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、
山
田
編
集

委
員
長
よ
り
二
十
九
号
の
発
行
に
向
け
て
進
め
て
い

る
。
三
十
号
は
投
稿
論
文
が
少
な
く
、
理
事
や
幹
事

に
も
依
頼
原
稿
と
し
て
、
ぜ
ひ
書
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

第
四
号
議
案
で
は
、
平
成
三
十
年
度
大
会
に
つ

い
て
は
、
六
月
十
六
日
（
土
）・
十
七
日
（
日
）
に
、

松
江
市
く
に
び
き
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
中
村
利
則
副

会
長
よ
り
実
施
計
画
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
三
十
年
は
、
松
平
不
昧
公
の
二
〇
〇
年
忌

に
あ
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
「
松
平

不
昧
と
茶
の
湯
」
と
し
、
熊
倉
功
夫
会
長
・
藤
間

寛
（
松
江
歴
史
館
学
芸
専
門
監
・
元
島
根
県
立
美

術
館
副
館
長
）・
中
村
利
則
副
会
長
に
発
表
し
て
い

た
だ
く
事
と
な
っ
た
。

　

見
学
会
に
つ
い
て
は
、
中
村
利
則
副
会
長
が
交
渉

し
、
有
沢
山
荘
菅
田
庵
（
工
事
中
）
を
見
学
す
る
。

　

第
五
議
案
で
は
、
第
五
回
「
お
茶
三
昧
」

二
〇
一
八
年
に
つ
い
て
矢
野
副
会
長
よ
り
、
第
五

回
「
お
茶
三
昧
」
二
〇
一
八
年
茶
の
湯
と
茶
文
化

に
関
す
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
国
際
会
議
に
つ
い

て
の
後
援
と
広
報
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

第
六
議
案
で
は
、
熊
倉
会
長
よ
り
、「
ふ
じ
の
く

に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
新
し
く
開
館
す
る
こ

と
と
な
り
、
連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
の
告
知
が

あ
っ
た
。

例　
　
　
　
　

会

近
畿
例
会

（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
九
日
）

「『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
』
を
通
し
て
見
た
茶
道

に
お
け
る
『
第
二
の
見
立
て
』：

　
　

伊
住
政
和
氏
の
言
葉
『
無
言
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』
を
出
発
点
と
し
て
」

髙
橋　

尚
美

　

本
発
表
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
」
の
視

点
か
ら
茶
道
を
分
析
し
た
研
究
の
一
端
で
あ
る
。

大
学
で
茶
道
と
英
語
を
融
合
し
た
授
業
を
十
八
年

間
担
当
す
る
中
で
、「
稽
古
」
と
は
違
う
「
講
義
」

で
の
、
体
系
的
で
理
論
的
な
茶
道
の
教
授
法
を
見

出
せ
な
い
も
の
か
と
模
索
し
て
き
た
。
も
し
そ
れ

が
見
つ
か
れ
ば
、
年
代
や
国
籍
を
超
え
て
茶
道
の

理
解
が
深
ま
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。
そ
う
し
て
、

こ
の
学
問
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
シ
ン
ボ
ル
」
を
介

し
て
行
わ
れ
、
そ
こ
に
は
「
記
号
化
」
と
「
記
号

解
釈
」と
い
う
過
程
が
あ
る
。
そ
し
て「
言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
四
つ
の
モ
ー

ド
」
と
し
て
整
理
で
き
る
。
裏
千
家
当
代
家
元
の

弟
で
あ
る
伊
住
政
和
氏
（
一
九
五
八
―
二
〇
〇
三
）

は
生
前
、「
茶
道
は
無
言
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
、
茶
道
の

大
き
な
特
徴
が
表
現
さ
れ
た
「
無
言
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
四

つ
の
モ
ー
ド
」
を
基
に
し
て
理
論
的
に
も
説
明
が

で
き
る
。

　

そ
こ
で
、「
記
号
化
」
と
「
記
号
解
釈
」
の
好
例

と
し
て
、
茶
道
の
「
見
立
て
」
を
考
察
し
た
。
こ

れ
を
二
つ
の
意
味
に
大
別
し
、「
第
一
の
見
立
て
」

と
「
第
二
の
見
立
て
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
前

者
は
、
元
々
茶
道
具
で
は
な
い
物
を
茶
道
具
に
見

立
て
て
使
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
、
茶
会
や
茶

事
の「
趣
向
」に
盛
り
込
む
場
合
の
見
立
て
で
あ
る
。

そ
れ
は
今
眼
前
に
あ
る
事
柄
か
ら
別
世
界
を
創
出

す
る
「
し
か
け
」
で
あ
り
、
一
つ
の
道
具
だ
け
で

な
く
複
数
の
道
具
や
言
動
を
連
携
さ
せ
て
「
記
号

化
」
し
、
亭
主
か
ら
客
に
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
送

る
の
で
あ
る
。
こ
の「
第
二
の
見
立
て
」の
構
造
を
、
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あ
る
茶
事
の
事
例
を
表
に
示
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

「
大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
」

宮
武　

慶
之

　

趙
昌
筆
釈
迦
像
、
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二—

一
六
七
四
）
に
よ
る
江
月
宗
玩
（
一
五
七
四—

一
六
四
三
）、
佐
久
間
将
監
（
寸
松
庵
／

一
五
七
〇—

一
六
四
二
）
の
寿
像
を
加
え
た
三
幅
対

は
寸
松
庵
に
伝
来
し
た
。
い
つ
の
時
点
か
は
不
明
だ

が
同
庵
か
ら
流
出
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
吉
村
観
阿

（
白
醉
庵
／
一
七
六
五—

一
八
四
八
）
が
所
持
し
、

そ
の
後
は
新
発
田
藩
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
（
翠
濤
／

一
七
九
九—

一
八
五
八
）
が
入
手
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
霞
兄
老
人
（
一
八
〇
〇
生
、
没
年
不

詳
）
に
よ
る
『
過
眼
録
』
は
近
世
の
茶
の
湯
文

化
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。『
過

眼
録
』
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
霞
兄
老
人
が
酒

井
抱
一
（
一
七
六
一—

一
八
二
八
）、
西
村
藐
庵

（
一
七
八
四—

一
八
五
三
）、
観
阿
を
は
じ
め
、
古

筆
了
伴
（
一
七
九
〇—

一
八
五
三
）、
本
屋
了
我

（
一
七
五
三
生
。
没
年
不
詳
）、
墨
屋
良
斎
（
生
没
年

不
詳
）
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
観
阿
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
る
と
、
親
し
い

人
物
の
中
に
霞
兄
老
人
も
い
た
こ
と
と
な
る
。

　
『
過
眼
録
』
に
は
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
の
模
写

と
塗
箱
の
プ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
賛
文
の
全
文
と
塗
箱
の
詳
細
な
形
状
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
書
の
記
述
は
、
当
時
の

実
見
し
た
記
録
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

三
幅
対
の
模
写
か
ら
江
月
像
と
将
監
像
の
賛
文
、

お
よ
び
顔
容
や
釈
迦
像
の
衣
紋
が
わ
か
り
、
塗
箱
に

つ
い
て
は
地
黒
で
面
取
り
し
た
部
分
を
朱
に
塗
り
、

甲
に
彫
ら
れ
た
文
字
の
部
分
は
青
漆
で
塗
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

三
幅
対
を
観
阿
が
所
持
し
た
点
に
注
目
す
る

と
、
収
納
す
る
塗
箱
は
観
阿
と
関
係
の
深
い
作
品
と

も
意
匠
が
共
通
し
て
い
た
。
観
阿
が
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
に
法
隆
寺
に
寄
進
し
た
弘
法
大
師
額

箱
（
法
隆
寺
蔵
）
は
面
朱
で
あ
り
、
観
阿
の
所
持
し

た
高
麗
茶
碗
銘
「
雨
漏
」（
福
岡
市
美
術
館
蔵
）
の

外
箱
に
は
金
具
が
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
寸
松
庵
伝

来
の
三
幅
対
を
収
納
す
る
塗
箱
の
意
匠
を
活
用
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
観
阿
に
と
っ
て
三
幅
対
は
内

容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
塗
箱
も
重
要
な
意
味
を
も

つ
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

東
海
例
会
（
浜
松
会
場
）

（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
七
日
）

「
永
井
直
勝
・
尚
政
と
小
堀
遠
州
」

深
谷　

信
子

　

近
世
初
期
、
永
井
直
勝
と
嫡
男
・
尚
政
の
事
蹟
と
、

小
堀
遠
州
と
の
政
治
的
・
文
化
的
関
わ
り
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。

　

永
井
尚
政
の
父
・
直
勝
（
永
禄
六
〜
寛
永
二
）
は
、

三
河
武
士
で
、
徳
川
家
に
三
十
貫
で
仕
え
、
長
久

手
合
戦
で
軍
功
を
挙
げ
、
関
ケ
原
戦
後
、
細
川
幽

斉
か
ら
「
室
町
家
式
」
を
学
び
、
徳
川
家
の
政
権

確
立
上
必
須
の
将
軍
宣
下
・
将
軍
廟
の
建
造
等
の

儀
礼
・
武
家
故
実
に
関
す
る
第
一
人
者
と
し
て
、

徳
川
秀
忠
の
評
定
衆
に
な
る
。

　

嫡
男
・
尚
政
（
天
正
十
五
〜
寛
文
八
）
は
、
父

を
継
い
で
秀
忠
の
側
近
か
ら
、
年
寄
（
老
中
）
に

な
り
、
大
御
所
秀
忠
の
施
策
で
あ
る
畿
内
西
国
の

押
さ
え
、
寺
社
・
朝
廷
・
豪
商
達
の
政
治
・
文
化
・

経
済
的
統
制
を
強
力
に
執
行
し
て
行
く
。
同
時
に
、

秀
忠
と
古
田
織
部
の
茶
湯
上
の
連
絡
役
を
務
め
、

茶
湯
に
深
く
、
両
御
所
と
諸
大
名
と
の
強
い
文
化

的
人
脈
を
持
っ
て
い
た
。
秀
忠
の
死
去
以
降
、
家

光
の
親
政
に
よ
り
、
寛
永
十
年
、
山
城
国
淀
城
に

転
封
に
さ
れ
、
同
十
一
年
か
ら
、
畿
内
以
西
の
民

政
を
統
轄
す
る
、
い
わ
ゆ
る
上
方
八
人
衆
組
織
の

ト
ッ
プ
と
し
て
働
く
。

　

遠
州
（
天
正
七
〜
正
保
四
）
は
、
幕
府
の
畿
内

重
職
で
あ
る
備
中
国
奉
行
・
上
方
郡
代
・
伏
見
奉

行
を
歴
任
し
、
畿
内
近
国
一
帯
の
紛
争
裁
許
、
公



─ 7 ─

儀
作
事
や
将
軍
上
洛
に
関
す
る
一
切
を
取
り
仕

切
っ
て
い
た
。
又
、
武
家
茶
道
の
第
一
人
者
で
も

あ
っ
た
。
尚
政
と
同
じ
く
上
方
八
人
衆
の
一
人
に

抜
擢
さ
れ
、
頻
繁
に
参
府
す
る
こ
と
に
な
る
。
寛

永
十
九
年
、
幕
府
の
存
在
を
も
揺
る
が
す
寛
永
飢

饉
に
あ
た
り
、
そ
の
対
策
・
農
村
法
令
作
成
の
中

心
的
存
在
に
な
り
、
農
村
法
令
の
全
国
的
な
執
行

の
た
め
「
江
戸
四
年
詰
」
を
命
じ
ら
れ
る
。
徳
川

政
権
に
相
応
し
い
茶
を
創
造
し
、
四
年
詰
め
の
間

に
、
江
戸
に
参
勤
す
る
諸
大
名
等
四
百
余
人
に
、

約
百
回
の
茶
会
を
催
し
て
自
ら
の
茶
を
全
国
に
広

め
る
。
こ
う
し
た
実
績
は
、
小
大
名
・
小
堀
遠
州

の
み
の
力
で
な
く
、
尚
政
達
幕
閣
の
支
援
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
な
し
得
た
こ
と
で
あ
る
。「
小
堀
遠
州

の
茶
」
は
、
江
戸
期
は
勿
論
、
現
在
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。例

会
の
ご
案
内

東
京
例
会

五
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜



（
会
場
：
根
津
美
術
館
）

　
「
八
百
善
の
懐
石
に
つ
い
て
」

依
田　
　

徹

　
「
続
き
薄
茶
手
続
き
の
流
派
間
比
較
」



岡
本　

浩
一

七
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
〜



（
会
場
：
五
島
美
術
館
）

　
「
長
尾
欽
弥
に
つ
い
て
（
仮
）」

岡　
　

宏
憲

　
「
未　

定
」

佐
藤　

留
美

九
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜



（
会
場
：
五
島
美
術
館
）

　
「
売
立
目
録
に
み
る
薩
摩
茶
入
」

松
村
真
希
子

　
「
大
名
屋
敷
の
宴
会
と
茶
の
湯
」

追
川　

吉
生

東
海
例
会

四
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
〜


（

会
場
：
名
古
屋
文
化
短
期
大
学
）

　
「
白
醉
庵
・
吉
村
観
阿
」

宮
武　

慶
之

六
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
〜



（
会
場
：
名
古
屋
文
化
短
期
大
学
）

「
龍
光
院
の
天
目
に
つ
い
て
」

加
藤　

祥
平

九
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時
〜



（
会
場
：
名
古
屋
文
化
短
期
大
学
）

「
尾
張
徳
川
家
と
遠
州
」

深
谷　

信
子

金
沢
例
会

七
月
一
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜



（
会
場
：
未　

定
）

「
茶
の
湯
釜
」

竹
内　

順
一

九
月
三
十
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜



（
会
場
：
金
沢
市
湯
涌
荒
屋
町　

金
沢
江
戸
村
）

江
戸
村
茶
会

高
知
例
会

六
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
正
午



（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶
室
）

　
「
茶
の
湯
文
化
学
会
三
十
年
度
大
会
の

研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　

軽
食
茶
事　

正
午
〜
午
後
四
時

　

席　
　

主　

三
名

　

会　
　

費　

千
円

九
月
二
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
正
午



（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶
室
）

　

文
献
研
究　
「
未　

定
」
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平
成
三
十
年
度

総
会
・
大
会
の
ご
案
内　

　

平
成
三
十
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の
日
程
で
行

な
い
ま
す
。

　

日　

程

　

平
成
三
十
年
六
月
十
六
日
（
土
）

　
　

見
学
会　
（

有
沢
山
荘
菅
田
庵
（
修
理
工
事
中

現
場
の
見
学
））

　
　

懇
親
会　
（

会
場
：
由
志
園
）

　

六
月
十
七
日
（
日
）

　
　

総
会
・
大
会

　
　

開
催
地
：
島
根
県
松
江
市
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　

お　

知　

ら　

せ

新
刊
案
内

＊

『
立
花
宗
茂
』岡
宏
憲
著　

宮
帯
出
版
社（
定
価
二
、

五
○
○
円
＋
税
）

将
軍
相
伴
衆
と
し
て
の
後
半
生
。
秀
忠
・
家
光
の

寵
臣
と
し
て
活
躍
し
た
、
か
つ
て
の
猛
将
の
も
う

ひ
と
つ
の
顔
。

＊

『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版　

戦
国
武
将
茶
人
』桑
田
忠
親
・

矢
部
良
明
・
伊
藤
潤
・
宮
下
玄
覇
著　

宮
帯
出
版

社
（
定
価
一
、八
〇
〇
円
＋
税
）

茶
人
に
あ
ら
ね
ば
武
将
に
あ
ら
ず
。
茶
の
道
で
も

活
躍
し
た
戦
国
武
将
一
九
一
人
を
総
覧
し
た
も
の

で
、
論
考
や
コ
ラ
ム
も
収
録
。

＊

『
茶
の
湯
空
間
の
近
代
』
桐
浴
邦
夫
著　

思
文
閣

出
版
社
（
定
価
五
、八
〇
〇
円
＋
税
）

茶
の
湯
の
系
譜
を
考
慮
し
つ
つ
、「
茶
の
湯
空
間
」

が
近
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か

を
読
み
解
く
書
。

※
年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
お
払
込
み
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


